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の言葉を借りれば,｢リベラル･キャピタリスムが
絶望的な妥協を余儀なくされた｣プロセスであり,

著者はこのプロセスを丹念に辿っていく｡それは

自国の理念の後退に苦悩 しながら, リベラル ･

キャピタリスムに反するコミットへと傾斜するア

メリカの悲劇の記録でもある｡

実のところ,本書にベ トナム戦へのアメリカの

介入の直接的起源の説明を期待しすぎると,若干

の失望感を味わうかもしれない｡この間題を論じ

るには欠かせぬジュネーヴ会議や当時の国務長官

ジョン･F･ダレスについての言及もほんの申し

訳程度に過ぎない｡それは本書の扱う期間が主に

1949年までに限定されていることにもよる｡ しか

し,東南アジアの重要性がアメリカの政策担当者

の思考に急速に浮上する様子が克明に語られてお

り,その後の本格的介入を予感させるに十分であ

る｡

ところでロック-の主張や結論には周知のもの

が少なくない｡西側の復興および共産主義との対

決という要請の前に,アメリカがリベラル･キャ

ピタリスムに反する諸原理- コロニアリスム,

独裁制,経済保護主義,地域主義- を甘受する

に至ったとの指摘もその一例であり,これまでの

類書によって我々は或る程度知っている｡本書の

貢献はむしろこうした論点を,アメリカの政策形

成過程に及んだ複雑多岐な作用因の撒密な検証と

その手際よい整理とを通じて,分厚く裏付けた点

に求められるのである｡

そうした中で, やや繰返しになるが,大戦直後

のイギリス労働党政府が国内では緊縮財政をしき

つつも,国外では三角貿易再建のために, いかに

金と努力を惜し気もなく注ぎ込んだか,のくだり

は新鮮な発掘と言うことができる｡ その過程で,

イギリスがアメリカに世界的な経済責任,東南ア

ジアへの積極的関与を粘り強く説得する事実がこ

と細かに浮き彫りにされ,改めて戦後東南アジア

とイギリスの関係への興味をかきたててくれる｡

本書は戦後の東南アジアが,国際政治経済,袷

戦構造,大国の利害などに密接不可分に連関され

ていたことを教えてくれる労作であるが,他面で

著者が1950年頃までのアメリカの対外政策に占め

る東南アジアの重要性をやや強調しすぎるふしが
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いささか気になる｡多少割引いて読む必要があろ

う｡

またアメリカのコミットに対する当の東南アジ

ア諸国の反応への言及が不十分である｡ -ノィ,

北京,モスクワといった共産陣営の動向の説明も

不足している｡イギリスの対マラヤ政策と他の英

領 (例えばビルマ,インド)-の政策の異同につ

いての説明も乏しい｡著者は専ら西欧および日本

との関係から,アメリカの東南アジア粥与を理解

しようと試みているようだが,以上のような説明

が不足していては,専ら冷戦の一方の当事者の東●●
南アジア認識が判るだけで,実像としての東南ア

ジアが見えてこない｡

こうした幾つかの難点はあるにせよ,本書が東

南アジア現代史研究者だけでなく,広く戦後国蕨

政治史に関心を寄せる者にとって得るところの多

い好著であることは間違いない｡ちなみに著者は

コーネル大学出身で,現在ヴァンダービルト大学

歴史学助教授｡過去の業績についてははぼ同様の

トピックを扱ったPh.D.論文以外寡聞にして知り

得ないが,今後の著者の研究進展を少なからず期

待させる作品ではある｡

(木之内秀彦 ･東南ア研)

Earl of Cranbrook, ed. Mahzysia.

oxford:PergamonPress,1988,Ⅹ+317p.

観光案内書のようなタイトルだが,半島マレー

シアの森林とその森林内に分布 ･生育する動植物

相について,多数の研究者が, それぞれ専門とす

る分野 ･分類群についてまとめた本である｡

構成から紹介する｡全体は18章からなる｡

第 1章で,気候 ･土壌 ･地質など,半島マレー

シアの物理環境について,まず,記述 している｡

第2章は,T.C.Whitmoreが担当する森林型につ

いての章である｡半島マレーシアの森林を9タイ

プの群系に分け,構造,構成種を説明している｡

以下第 10章までが,いわば森林植物編であり,半

島マレーシアの森林を構成する,フタバガキ類

(第3章),ヤシ (第4章), タケ (第5章),草本

頬 (第6章), シダ (第7章), 高等菌類 (第8

章),木本一般 (第9章)についての章がならぶ｡
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第 10章は,やや趣が異なり,マレーシアの森林経

営の,主に史的展開について述べられている｡

第 11章からが,森林動物編になる｡噂乳類につ

いては,多様性と進化 (第 11章),分布と生態 (第

12章) について独立した章を設けている｡ 以下,

鳥類 (第 13章),シロアリ(第 14章),森林棲鱗題

目(第 15章),淡水生物 (第 16章),の章がっづき,

第 17章では動物保護の戦略について論じる｡

最終章の章題は ｢森の人々｣｡オラン･アスリの

生活と彼らの環境への影響を扱 って い る｡East-

WestCentreのT.Ramboの担当である｡

構成から明らかなように,バラツキはあるもの

の動植物のかなり広範な分類群がカバーされてい

る｡ また,担当の研究者の専門とする分野によっ

て,あるいは対象とする分類群によって,視点は,

分類,分布,生態的機能,多様性と違っているが,

全章を通読することにより半島マレーシアの動植

物相全般についての理解が得られるように配慮さ

れている｡

本書と同じシリーズで, ガラパゴス諸島, アマ

ゾン,マダガスカルを対象地域とした姉妹書がす

でに出版されているが,熱帯を中心に,特定の地

域の動植物相と環境の関係を扱った論文集あるい

は資料集成は,80年代の後半から多くみられるよ

うになっている｡

東南アジアに関しては,類書として,Anthony

Whittenを中心とするスタッフが,GadjaMada

UniversityPressから出した, TheEcoloiⅣ Of

Sumatrla (1984), The Ecology Of Sulawesi

(1987)を挙げることができる｡このグループは,

さらにTheEcologッofKalimantanの出版も準

備中らしい｡

このような広義のエコロジーを地域単位で集大

成しようとする動きは,近年の環境と開発の問題

と無縁ではない｡自然保護の最適戦略をたてる上

で,また環境-の影響の少ない合理的な天然資源

の利用をはかる上で, まず,対象地域の動植物の

分布 ･生態に関する包括的理解が重要になってく

る｡熱帯地域の生態系に関してとくに関心が払わ

れているのは, このような地域こそが, いままさ

に,急激な乱開発 ･環境破壊の危機にあるからに

はかならない｡

評

60年代以降は,熱帯地域においても,分類学 ･

生物地理学,生理 ･生態学,行動学などの諸分野

で調査研究が急速にすすんでおり,新たな知識,

情報が蓄積されている｡ところがこのような一次

情報は,専門の学術雑誌,報告書に個別に発表さ

れることが多く,分野を限っても,関連する文献

を集めるのは容易でなくなっている｡ まして, 幅

広い分野 ･分類群が対象となる地域のエコロジー

である｡膨大な文献 ･資料を渉猟し,二次資料に

統合する作業が必要となってくる｡本書が企画さ

れ,意図している点はそこにある｡

それぞれの専門家が,信頼できる文献にあたっ

たレビューである｡一つ一つの記述 ･内容につい

てとやかく評することはないが,あえて指摘する

とすれば次の2点である｡

まず,第 1点は,各章ごとにまとまりすぎてい

る, という印象を受けることである｡ この種のレ

ビューは,しばしば地域の動植物相に関するビブ

リオグラフィーとして役立つ｡ The Ecology of

SumatrltZやその姉妹書を, そのように利用してい

る研究者は多いのではないだろうか｡この点本書

は,文献の選考 ･取捨に担当した研究者の興味,

関心がそのまま反映されており,よくまとまって

いる反面,参照 ･引用している文献にかたよりを

生じている｡少数のスタッフが専門をこえて作業

にあたったTheEcologyofSumatraなどの方が

文献に関してはよく網羅されている｡

第2点は,動植物の分布 ･生態を, 人為による

撹乱のない,いわゆる自然の状況下でのみ扱って

いることである0本シリーズの誼い文句に,環境

の急激な変化に対する自然保護活動の理論的根拠

をもとめること, とある｡ とすれば,天然林での

研究ばかりでなく,人為の影響を受けた2次林で

の研究も多くとりあげたほうがよかったのではな

いだろうか｡つまり,人為的な擾乱,環境破壊に

対して,個々の種がどのように反応し,分布を変

えていったのか, その結果,動植物相がどう変化

したのか, さらには,携乱のあとどのように動植

物相が再生 ･回復してゆくのか,そのような動的

な研究の成果に,環境すなわち生態系の保全を考

える上でのヒントが多くあるように思える｡

(阿部健一 ･東南ア研)
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